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　梅雨の花といえば、紫陽花を思い浮かべる人も多いと思います。紫陽花は英語で、
『Hydrangea』、水の器という意味です。小さな花が集まり、雨のしずくを受けて、
凛と咲く姿をみると、どんよりとした天気でも、さわやかな気持ちになります。
　これから気温も上がり、蒸し暑い日がやってきます。こまめに水分補給をさせ、熱
中症を予防し、安全に学校生活を送れるようにしていきます。



救急蘇⽣法講習会
をうけました

6/10⽕

　心臓と呼吸が停止している人をみつけたときの一次救命措置のやり方を学びました。
①意識の確認　②119番通報とAEDの手配　③呼吸の確認　④心肺蘇生　⑤AED利用　⑥蘇生継続
の流れで、①～④を中心に一人ずつ実施しました。胸骨圧迫は、ただ圧迫するだけでなく、約５㎝、
１分間に100～120回の早さで３０回、しっかり続けて行わなければなりません。終盤になると疲れ
たようで、一生懸命取り組んだ姿がみられました。

　校長先生が保健室の黒板に
絵を描いてくれました。よく
みるとひとつひとつ、グラデ
ーションになっていて、とて
も可愛らしく仕上げてくださ
いました。
　保健室に立ち寄った際は、
ぜひ、ご覧ください。

　自分は救急蘇生法を学んでみ
て思ったことは、自分も日頃か
ら何かがあったときの想定をし
ないといけないということで
す。何かあってからではおそい
のでしっかりと準備することか
らやろうと思いました。すごく
勉強になりました。ありがとう
ございました。

３年　鈴木　裕怜

　実際に体験してみると、頭と
体で覚えることができました。
　去年と違って、病院の方が来
てくれたので、教わったことで
す。新しくわかったことは、人
とのコミュニケーションが大切
だということを知ることができ
ました。実際に、人を助けると
いうことは自分の人生の中で大
きな一歩になると思いました。

３年　小出　誠斗

　今日の救急蘇生法の講習会を
終えて、一人の命を助けるため
にみんなで協力することが大切
だと感じました。去年と違った
のは講師の先生を招き、新しく
学ぶことができたことです。
　これから道で人が倒れてしま
ったときは、見て見ぬふりをせ
ず、助けたいと思います。

３年　橋本　翔真

　私は、今日の救急蘇生法の講
習会をして思ったことは、人が
急に倒れたとき、心臓マッサー
ジをすることに大切なことがた
くさんあることがわかり、呼び
かけやしっかりとした心臓マッ
サージを学ぶことができまし
た。もしも、人がたおれたら今
日学んだことをいかしていきた
いと思いました。

３年　渡邊　陽翔


